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カバーに日本赤十字社公式マスコットキャラク
ター　ハートラちゃんが描かれているオリジナル
ふせんです。中身のふせん紙は無地の薄黄色・
水色・桃色の3色です。今回は3色セットでプ
レゼントします。
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　いざという時、共に助け合う力を高める
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一般会計歳入歳出予算の概要

※事業計画の詳細については、日本赤十字社愛知県支部ウェブサイトでご覧いただけます。

事業計画の概要（主な事業の抜粋）
◆災害救護事業と救護看護師の養成
　大規模災害や豪雨災害などの災害に対して迅速かつ適切に医療救護活動
を行うため、救護員等の更なる養成に努めます。さらに、近隣の支部と広域支
援体制を確立し、行政を始め関係機関との連携強化を積極的に推進してまい
ります。また、日本赤十字豊田看護大学において、災害救護活動に対応できる
幅広い知識と技術を備えた優秀な看護師の養成を行ってまいります。

◆救急法や健康生活支援講習等の普及
　本格的に対面式の講習を再開するとともに、コロナ禍において開催できて
いなかった学校における水上安全法の講習を再開します。また、多文化共生
の取り組みとして「やさしい日本語」による講習を実施するとともに、外国に
ルーツのある講習指導員を養成してまいります。

◆赤十字ボランティアの活動と育成
　地域奉仕団が地域の関係団体と協力して実施する子ども食堂等の取り組
みを支援するなど、社会ニーズ及び地域課題に対応できるボランティアの主
体的な活動を推進してまいります。

◆青少年赤十字の育成と普及
　学校教職員及び教育行政機関の理解と協力を得ながら、リーダーシップ・
トレーニング・センターの開催、防災教育等各種事業を推進します。また、コ
ロナ禍のため対面で開催できていなかったモンゴル赤十字社との国際交流
を再開し、メンバーの受入を行うなど国際親善事業を推進してまいります。

◆社会福祉事業
　行政、企業、他団体と連携し地域で必要とされている社会活動を展開して
いきます。加えて、地域における多文化共生の新たな取り組みを、行政と連携
して実施してまいります。

◆血液事業の普及啓発
　県内の医療機関からの要請に応え、より安全で良質な血液製剤を安定的に供
給するため、400mL献血及び成分献血の一層の推進や、将来の献血を支える若年
層への理解促進を図るための献血推進広報を積極的に実施してまいります。

◆国際的な活動
　世界各国・地域の赤十字・赤新月社が実施する災害対策事業や保健医療支援
事業等への資金協力をします。また、日本赤十字社の国際医療救援拠点病院に
指定されている日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院にて緊急の救
援要請に応えられる体制整備に努め、発災直後の緊急支援から中長期にわた
る復興支援や開発途上国における保健医療支援に取り組みます。

◆赤十字病院救急医療体制の整備
　日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院及び日本赤十字社愛知医
療センター名古屋第二病院の両病院が災害時には医療救護活動を、平時は地
域の中核病院として、救急医療、高度医療及び災害医療などの分野における
機能強化を図り、地域のニーズに応じた医療の提供に努めてまいります。Twitter Instagram

歳　入
内　訳
社資収入
委託金・補助金及び交付金収入
資産収入・雑収入
前年度繰越金

1,092,000,000 円
11,767,000 円
21,499,000 円
100,507,000 円

89.1%
1.0%
1.7%
8.2%

予算額

合計 1,225,773,000 円 100.0%
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災害救護事業と救護看護師の養成に
救急法や健康生活支援講習などの普及に
赤十字ボランティアの活動と育成に
青少年赤十字の育成と普及に
社会福祉事業などに
血液事業の普及啓発に
国際的な活動に
活動資金募集のために
赤十字の普及・広報活動のために
赤十字病院救急医療体制の整備に※
市町村における赤十字活動に
全国的な赤十字活動に
支部の運営に

375,763,000 円
55,026,000 円
53,840,000 円
50,390,000 円
18,936,000 円
5,193,000 円
10,684,000 円
56,606,000 円
36,258,000 円
140,012,000 円
121,400,000 円
120,900,000 円
180,765,000 円

30.7%
4.5%
4.4%
4.1%
1.5%
0.4%
0.9%
4.6%
3.0%
11.4%
9.9%
9.9%
14.7%

予算額

合計 1,225,773,000 円 100.0%

令和５年度における日本赤十字社愛知県支部の事業計画および一般会計歳入歳出予算についてご報告します。

令和５年度事業計画と予算の概要

ク
ロ
ス
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ポ
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タ
ー
に
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日
本
赤
十
字
社
愛
知
県
支
部
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し

様
々
な
活
動
に
取
り
組
む

企
業
、
団
体
、
人
物
を

紹
介
し
ま
す
。

活動内容
名古屋銀行は愛知県を中心に店舗を展開し、「未来
創造業」を掲げ銀行の枠を超えてお客様の課題・
要望に応えています。チャリティーコンサートの
開催等による活動資金への協力や、日赤愛知県支
部と民間企業の間で初となる「遺贈寄付に係る遺
言信託業務に関する協定」を締結し、赤十字の活
動を支援しています。

営業企画部  舟戸 浩 様、杁本 亜由美 様

株式会社  名古屋銀行
C r o s s  S u p p o r t e r

　
当
行
は
「
地
域
社
会
の
繁
栄
に
奉

仕
す
る
」
を
創
業
以
来
の
社
是
と
し

て
お
り
、
地
域
金
融
機
関
と
し
て
地

域
の
発
展
と
と
も
に
歩
み
、
お
客
様

に
信
頼
・
支
持
い
た
だ
け
る
銀
行
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
理
念
に
基

づ
き
、
地
域
の
皆
様
・
地
域
社
会
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
社
会
貢
献
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。た
と
え
ば
、チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
等
の
売
上
金

を
日
本
赤
十
字
社
愛
知
県
支
部
様
や

中
部
善
意
銀
行
様
へ
寄
付
し
た
り
、

東
山
動
植
物
園
様
に
動
物
の
え
さ
代

等
と
し
て
協
力
金
を
提
供
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
い
っ
た
、
地
域
に
根
差
し

た
社
会
貢
献
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
　
日
本
赤
十
字
社
様
へ
の
継
続
的
な

寄
付
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
応
を
は
じ
め
、
将
来
的

に
発
生
が
想
定
さ
れ
て
い
る
南
海
ト

ラ
フ
地
震
へ
の
備
え
や
国
内
外
の
災

害
へ
の
対
応
、
戦
争
や
食
料
危
機
な

ど
海
外
で
苦
し
む
人
を
助
け
る
た
め

の
活
動
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
活

動
を
支
援
す
る
こ
と
で
地
域
の
皆

様
ひ
い
て
は
世
界
中
の
人
々
へ
の

貢
献
に
繋
が
れ
ば
と
の
想
い
か
ら

行
っ
て
い
ま
す
。
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客
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域
社
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つ
な
ぐ
社
会
貢
献
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当
行
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
お
客
様

か
ら
の
声
を
い
た
だ
き
有
償
で
開
催

し
て
チ
ケ
ッ
ト
売
上
金
を
全
額
寄
付

す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
赤
十
字
社
愛
知
県

支
部
様
と
結
ん
だ
「
遺
贈
寄
付
に
係

る
遺
言
信
託
業
務
に
関
す
る
協
定
」

も
、「
資
産
を
地
域
や
社
会
の
た
め

に
役
立
て
た
い
」
と
の
声
を
お
客
様

か
ら
い
た
だ
き
、
そ
の
想
い
に
お
応

え
し
た
い
、
と
の
考
え
か
ら
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
遺
贈
寄
付
を
ご
検
討
さ
れ

て
い
る
方
に
は
、
当
行
へ
ご
相
談
い
た

だ
き
、
大
切
な
想
い
を
実
現
す
る
お

手
伝
い
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
社
会
貢
献
活
動
と
い
う
と
、
大
き

な
こ
と
・
大
変
な
こ
と
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
困
っ

て
い
る
方
を
支
援
す
る
た
め
に
何
が

で
き
る
か
を
考
え
た
り
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
か
知
る
こ
と
か
ら

始
ま
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
活
動
資
金
の
協
力
だ
け
で
な
く
、

地
域
金
融
機
関
と
し
て
様
々
な
取
り

組
み
を
通
じ
、
お
客
様
の
想
い
を
社

会
の
た
め
の
活
動
に
繋
ぐ
こ
と
で
社

会
貢
献
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

○
お
客
様
の
想
い
を
社
会
貢
献
に
繋
ぐ

　
株
式
会
社　
名
古
屋
銀
行
様
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
は
じ
め

様
々
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
社
会
貢
献
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
背

景
や
想
い
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

ご協力ありがとうございます

▲

中西電機工業株式会社 様

▲

株式会社F&Cホールディングス 様

▲

中京プラントサービス株式会社 様

▲

一般社団法人日本アルミ鉱滓会 様

日本赤十字社愛知県支部へ活動資金として
多額のご寄付をいただいた法人様

活動資金

皆さまのご協力を
お願いいたします

５月は
赤十字運動
月間です

令和 5 年度
歳出予算
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※使途が指定された活動資金による事業を含みます。

名古屋銀行
マスコットキャラクター

うさぎ支店長



い
ざ
と
い
う
時
、
共
に
助
け
合
う
力
を
高
め
る

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
災
害
時
に
は
救
護
活
動
や
避
難
所
の
支
援
を
、
平
常
時
に
は
救
護
用
資
機
材
の
配
備
や
救
援
物
資
の
備
蓄
を
行
い
、

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
赤
十
字
社
が
行
っ
て
い
る
の
は
、「
物
」
の
備
え
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
防
災
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
や
赤
十
字
防
災
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
い
ざ
と
い
う
時
に
自
分
の
身
を
守
り
、
周
囲
の
方
と
助
け
合
え
る
人
を
増
や

し
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
日
赤
あ
い
ち
で
は
、
愛
知
県
支
部
が
県
内
の
赤
十
字
奉
仕
団
を
対
象
に
開
催
し
て
い
る
研
修
会
や
、
一
般
の
方
を
対
象
に
し
て

い
る
赤
十
字
防
災
セ
ミ
ナ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。
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県
内
各
地
で
活
動
し
て
い
る
赤
十
字
奉
仕
団
員
が
、
災
害
時
に
赤
十
字
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
救
護
班
の
サ

ポ
ー
ト
や
避
難
所
で
の
炊
き
出
し
等
の
救
護
活
動
を
行
え
る
よ
う
、
愛
知
県
支
部
で
は
平
時
か
ら
研
修
会
等
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
2
月
15
日
に
は
県
内
各
地
の
地
域
赤
十
字
奉
仕
団
で
防
災
に
関
す
る
リ
ー
ダ
ー
を
担
う

方
を
対
象
に
、
最
新
の
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
き
、
各
地
域
の
奉
仕
団
で
の
研
修
等
に
役
立
て
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
赤
十
字
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
区
リ
ー
ダ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

活動やイベント
を報告します

トピックス

災
害
時
に
活
動
で
き
る
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

　

地
域
の
防
災
・
減
災
を
進
め
る
う
え
で
重
要
な
の
が
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
自
助
・
共
助

の
力
で
す
。
赤
十
字
防
災
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
自
治
会
・
町
内
会
な
ど
を
対
象
と
し
て
災
害
発
生
時
の
被

害
や
避
難
生
活
に
つ
い
て
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
命
を
守
り
暮
ら
し
を
つ
な
ぐ
方
法
を
地
域

に
密
着
し
た
形
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

愛
知
県
支
部
で
は
、こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
広
め
る
た
め
、ま
ず
は
赤
十
字
奉
仕
団
や
自
治
体
職
員
に
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
赤
十
字
防
災
セ
ミ
ナ
ー
体
験
会
を
2
月
28
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
も

こ
の
よ
う
な
体
験
会
の
開
催
や
、
地
域
で
指
導
者
を
担
う
人
材
の
育
成
を
行
い
、
県
内
各
地
域
で
赤
十

字
防
災
セ
ミ
ナ
ー
を
広
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

愛
知
県
支
部
で
は
、
今
後
も
自
治

会
・
町
内
会
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
を
対
象

と
し
た
赤
十
字
防
災
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

や
、
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
対
象
と

し
た
研
修
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
地
域
の
防
災
力
向
上
に
貢
献
し

て
い
き
ま
す
。

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る

赤
十
字
防
災
セ
ミ
ナ
ー

01

赤十字運動月間2023稲沢市
令和５年国府宮はだか祭

５月は赤十字運動月間です
日本赤十字社の前身である博愛社の創立記念日が５月

１日であることと、赤十字の創始者の1人であるアンリー・
デュナンの誕生日が5月８日であることから、日本赤十字
社では毎年５月を「赤十字運動月間」として、赤十字の理
念や活動へのご理解とご協力を呼びかけるPR活動を全
国的に展開しています。
愛知県でも県内各地での赤十字ボランティアによる呼
びかけ活動や、4月下旬には名古屋グランパスエイトを始
めパートナーシップ協定を結んでいるスポーツチームの
試合会場でのブース出
展、ホームページや公式
SNSでの情報発信など
を通じ、愛知県内での赤
十字の活動をPRしてい
きます。皆様からの温か
いご支援をどうぞよろし
くお願いいたします。

臨時救護所を開設し、お祭りを支えています
愛知県支部では、祭礼や地方公共団体の行事など多数

の人が集まる公益的な行事やイベントに救護員を派遣し、
不慮の傷病者の救護を実施しています。
2月３日（金）に稲沢市で開催された令和５年国府宮は

だか祭では、3年ぶりに「もみあい」が復活しました。お祭り
の参加者や見学者など訪れた方への応急手当を行うため
の臨時救護所もコロナ禍直前の令和2年以来3年ぶりの
開設となり、日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二
病院の救護班と支部職員、尾張赤十字救急奉仕団が協力
して救護活動を実施しました。

令和４年度
全国赤十字救護班研修会

2023年トルコ・シリア
地震救援金を受け付けています

本社・第3ブロック共催で
日赤愛知災害管理センター棟にて実施
令和5年2月11日（土）～ 2月12日（日）に、日本赤十

字社愛知医療センター名古屋第二病院の日赤愛知災害
管理センター棟にて「令和4年度全国赤十字救護班研修
会」が開催されました。
中部北陸各県の赤十字施設から集まった医師・看護
師・事務職員等を対象に、災害発生直後の急性期から長
期にわたる救護活動に対応できる救護班要員の育成を
目的として、日赤内外の関係機関との連携を図り災害時
の医療ニーズに対応でき
るよう実践的な演習を実施
しました。

名古屋市内で奉仕団による街頭募金を実施
2023年2月6日（月）に発生したトルコ南東部とシリア

との国境付近を震源とする地震とその余震により、トルコ、
シリア両国で多数の死傷者が報告されています。
こうした事態に対し、日本赤十字社では『2023年トル

コ・シリア地震救援金』を受け付けています。
愛知県支部でも、支部事務局を始め県内赤十字施設

で救援金を受け付けています。また、３月11日（土）には
名古屋市内で赤十字ボランティアによる街頭募金を実
施しました。
今後とも皆様の温か

いご支援を、どうぞよろ
しくお願いいたします。
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炊き出しの図上演習では、炊き出しの際に気を付ける
べきことを座学で再確認し、衛生的かつ効率的な炊き
出し運営ができるよう、グループで意見を出し合い、図
上でのシミュレーションを行いました。

「災害への備え」では、
座学で災害の特徴や身
を守るためにどうすれ
ばよいかを学びます。

「災害図上訓練（DIG）」は地図を使って、危険
な箇所を書き込んだり、役場や駅、学校等にシー
ルを貼る作業を協力して行い、災害のリスクや
防災上の資源を可視化します。今回は県内各地
から集まっているため自分たちの住む地域ではあ
りませんでしたが、実際には防災セミナーを行う
地域の地図を使って行います。

個人で読むだけでなく、思っ
たこと、気づいたことをグ
ループで話し合います。

最後の発表の様子です。地図上には様々な書き込
みやたくさんの付箋・シールが貼られ、たくさんの
気づきがあったことがわかります。

「災害エスノグラフィー」は過去にあった大災
害の体験談を読み、時間経過とともに変化す
る災害時の状況を追体験し、災害を具体的に
イメージします。

テント設営方法の再確認や、愛知
県支部が各市町村からの要望に基
づき配備している避難所用の救護
資機材の使い方の説明、運用開
始に向け準備を進めるキッチン
カーの見学など、知識・技術のアッ
プデートを行いました。

参加者に感想をお聞きしました。参加者に感想をお聞きしました。
発災時にどのようなことが起きるか、想像力が鍛えられました。防災・
減災について考えるきっかけや、意識の底上げにつながる内容なので、
機会があれば防災に関係する部署だけでなく様々な人が受けられるよ
う広げていけたらと思いました。
（田原市防災対策課　樽谷さん）

災害エスノグラフィーは具体的に状況をつかむことができ、どのように
取り組めば良いか知ることができました。図上訓練では自分たちの地
域でやれば、地域の防災の課題を整理したり見落としていた危険に気
づけると思いました。
（田原市赤十字奉仕団　杉浦委員長） 杉浦委員長樽谷さん


